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ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
の
両
首
脳
会
談

　

現
地
時
間
６
月
７
日
午
後
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に

て
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
と
会
談
が
行
わ

れ
た
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
首
脳
会
談
に
先
立
ち

「
友
人
の
安
倍
晋
三
首
相
と
会
う
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
。
北
朝
鮮
と
貿
易
に
つ
い
て
話
し
合
う
」
と
自
身

の
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
投
稿
し
た
。

今
回
の
日
米
首
脳
会
談
は
、
12
日
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

で
開
か
れ
る
米
朝
首
脳
会
談
で
の
対
応
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
北
朝
鮮
の
完
全
な
非
核
化
に
向
け
て
の
連
携

を
確
認
す
る
と
い
う
日
米
関
係
の
今
後
の
行
方
や

世
界
情
勢
を
左
右
す
る
重
要
な
時
間
と
な
っ
た
。

会
談
後
、
安
倍
首
相
は
、｢

米
朝
首
脳
会
談
に
お
い

て
日
米
は
完
全
に
一
致
し
て
、
そ
の
成
功
を
目
指
し

て
い
る
」
と
強
調
。

ト
ラ
ン
プ
氏
は
、｢

『
最
大
限
の
圧
力
』
と
い
う
言
葉

は
も
う
使
わ
な
い｣

と
表
明
。
北
朝
鮮
か
ら
具
体
的

な
行
動
を
引
き
出
し
て
い
く
方
向
で
意
見
が
一
致
し
、

ト
ラ
ン
プ
氏
か
ら
米
朝
首
脳
会
談
で
拉
致
問
題
を

提
起
す
る
発
言
が
あ
っ
た
。
両
首
脳
は
、
引
き
続
き

拉
致
問
題
解
決
に
向
け
て
日
米
で
協
力
す
る
こ
と
を

再
確
認
し
た
。

ま
た
こ
れ
ま
で
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
「
対
日
貿
易

赤
字
」
に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
が
、
今
回
、
安
倍
首
相
は
、

対
日
貿
易
赤
字
額
以
上
に
在
米
日
系
企
業
が
輸
出
を

行
っ
て
い
る
こ
と
や
、
米
国
へ
の
投
資
を
通
じ
た
米
国

の
雇
用
問
題
へ
の
日
系
企
業
の
貢
献
等
に
つ
い
て
説
明

し
た
。
こ
れ
を
ト
ラ
ン
プ
氏
は
高
く
評
価
し
、
今
後
、

日
米
貿
易
取
引
に
つ
い
て
更
に
議
論
を
し
て
い
く

方
向
性
が
示
さ
れ
た
。

日米首脳会談 6月ホワイトハウス

　

 両首脳会談の様子

米
国
現
地
時
間
６
月
７
日
、
安
倍
晋
三
総
理
大
臣

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
て
ド
ナ
ル
ド･

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
会
談

（出典 : 内閣広報室）

 共同声明に署名する両首脳

( 出典 : トランプ大統領ツイッター）

今
年
６
月
、
日
本
経
営
者
同
友
会･

下
地
常
雄
会
長
、

徳
田
ひ
と
み
代
表
理
事
が
、
ア
メ
リ
カ
・
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス

よ
り
招
待
を
受
け
、
日
本
経
営
者
同
友
会
メ
ン
バ
ー
と
共

に
訪
米
し
た
。

訪
米
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
ホ
ワ
イ
ト

ハ
ウ
ス
で
の
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
主
催
の
パ
ー
テ
ィ

に
参
加
し
た
。

６
月
12
日
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
米
朝
会
談
の
為
に
不
在

と
な
っ
た
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
代
り
を
メ
ラ
ニ
ア
夫
人
と

ペ
ン
ス
副
大
統
領
御
夫
妻
が
務
め
て
変
わ
ら
ず
の
和
や
か
な

会
と
な
っ
た
。

現
地
滞
在
中
は
、
米
国
議
事
堂
内
で
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
も

参
加
し
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
閣
僚
を
は
じ
め
と
す
る
各
界

要
人
と
歓
談
し
た
。

（
詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
号
で
掲
載
）

恒例ホワイトハウス訪問下地ミキオを支える集い

６
月
７
日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
（
東
京
・

千
代
田
区
）
に
て
下
地
幹
郎
衆
議
院
議
員

（
日
本
維
新
の
会
国
会
議
員
団
政
調
会
長
）
を

支
援
す
る
パ
ー
テ
ィ
「
縁
」
会
２
０
１
８
が
催
さ

れ
、
下
地
議
員
の
後
援
会
関
係
者
や
同
志
の

国
会
議
員
が
多
数
激
励
に
駆
け
つ
け
た
。

内
閣
官
房
長
官
の
菅
義
偉
衆
議
院
議
員
は

「
下
地
ミ
キ
オ
議
員
は
臆
せ
ず
自
分
の
思
い
を

発
信
し
て
い
た
。
私
ど
も
に
と
っ
て
沖
縄
は
極

め
て
大
事
だ
。
沖
縄
に
様
々
な
負
担
を
し
て

頂
く
中
、
目
に
見
え
る
形
で
振
興
策
を
進
め

基
地
の
負
担
軽
減
に
動
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

日
本
維
新
の
会
共
同
代
表
の
片
山
虎
之
助

衆
議
院
議
員
は
、
「
こ
う
い
う
人
こ
そ

（
下
地

議
員
）
が
こ
れ
か
ら
世
の
中
を
動
か
す
」
と
激

励
し
た
。

元
厚
生
労
働
大
臣
の
塩
崎
恭
久
衆
議
院
議

員
は
、
「
下
地
議
員
に
は
生
命
力
が
あ
る
。

ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
生
き
残
っ
て
い
る
」

と
氏
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
と
行
動
力
を
高
く
評

価
し
た
。

米
朝
首
脳
会
談

12
日
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
金
正
恩

（
キ
ム
・

ジ
ョ
ン
ウ
ン
）
北
朝
鮮
委
員
長
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・

セ
ン
ト
ー
サ
島
に
あ
る
カ
ペ
ラ
ホ
テ
ル
で
首
脳
会
談

を
行
っ
た
。
冷
戦
期
を
通
じ
て
敵
対
関
係
に
あ
る

米
朝
の
首
脳
会
談
は
歴
史
上
初
の
こ
と
で
あ
り
、
両

国
の
敵
対
関
係
の
解
消
を
演
出
す
る
場
と
な
っ
た
。

会
談
後
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は

「
完
全
な
非
核
化
に
時
間

が
か
か
る
」
と
表
明

し
た
一
方

「
い
っ
た

ん
プ
ロ
セ
ス
を
始
め

れ
ば
、
殆
ど
終
わ

る
」
と
も
強
調
。

ま
た
金
委
員
長

が
、
ミ
サ
イ
ル
エ
ン

ジ
ン
の
実
験
場
を

廃
棄
す
る
と
約
束

し
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
が
会
談

後
に
署
名
さ
れ
た

共
同
声
明
に
は
、

具
体
策
が
示
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、

対
北
朝
鮮
問
題
に

は
ま
だ
時
間
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
。

拉
致
問
題
に
つ
い
て

　

安
倍
首
相
は
、
１２
日
夜
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
電

話
で
協
議
し
、
米
朝
首
脳
会
談
に
つ
い
て
報
告
を
受
け

た
。
電
話
協
議
後
、
安
倍
首
相
は
記
者
団
に
対
し
、

「
ト
ラ
ン
プ
氏
の
強
力
な
支
援
を
得
な
が
ら
、
日
本
が

北
朝
鮮
と
直
接
向
き
合
い
、
解
決
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
決
意
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
今
後
も
金
委
員
長
と
の
会
談

を
重
ね
て
い
く
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
安
倍
首
相

も
米
朝
間
で
の
非
核
化
協
議
の
進
展
を
見
な
が
ら
、

日
朝
間
の
協
議
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
わ

れ
る
。

ま
た
安
倍
首
相
は
、
６
月
１４
日
に
７２
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
る
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
へ
祝
福
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

伝
え
た
。

 握手を交わす両首脳

( 出典 : トランプ大統領ツイッター）

支援者の皆様にご挨拶をする下地議員

国会議員等の皆様と乾杯

鈴
木
宗
男
新
党
大
地
代
表
は
、
「
下
地
議
員
は
野
党

で
は
な
く
与
党
で
頑
張
る
の
が
一
番
似
合
っ
て
い
る
。

そ
の
機
運
が
で
き
つ
つ
あ
る
」
と
話
し
た
。

そ
の
他
、
希
望
の
党
代
表
の
松
沢
成
文
参
議
院
議
員
、

元
農
林
水
産
大
臣
の
森
山
裕
衆
議
院
議
員
、
日
本
維
新

の
会
・
沖
縄
県
総
支
部
代
表
・
儀
間
光
男
参
議
院
議
員
、

下
地
ミ
キ
オ
後
援
会
の
當
山
護
会
長
ら
が
挨
拶
し
た
。

会
の
終
盤
に
は
、
亀
井
静
香
氏
が
応
援
に
駆
け
つ
け
た
。

最
後
に
は
、
一
般
社
団
法
人
漫
才
協
会
会
長
を
務
め
る

青
空
球
児
氏
が
舞
台
に
登
場
。

本
人
の
ギ
ャ
グ

「
ゲ
ロ
ゲ
ー
ロ
」
を
披
露
、
会
場
は
大

爆
笑
で

「
縁
」
会
に
花
を
添
え
た
。

 下地議員を激励する青空球児師匠
 米国国会議事堂内

 レーガン元大統領銅像の前で
 下地会長の長年の友人である
 ワシントンポスト CEO ライアン氏と

｢縁｣会 2018 の開催
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アセアン加盟国
活  動  内  容

ネットワーク・サービス
インドネシア　　マレーシア　

フィリピン　　　　シンガポール

タイ　　　　　　   ブルネイ

ベトナム　　　　  ラオス

ミャンマー　　　　カンボジア

日本　　　　　　　中国

韓国

アセアン各国諸機関とのネットワーク
国際交流に関する支援活動

教育・研修・研究活動
国際会議・シンポジウムの開催

海外視察団派遣

ビジネス・サポート
企画･開発業務等に関するサポート
海外進出・合弁企業等に関するサポート

出版活動
アセアン時事ニュースの発行

政治・経済・文化資料の提供

ブータン王国トブゲイ首相訪日

　　

首
相
ご
夫
妻
歓
迎
会

４
月
１０
日
早
朝
の
便
で
、
東
京
に
到
着
し
た
ト
ブ
ゲ
イ
首
相
御

一
行
は
、
同
日
夜
、
帝
国
ホ
テ
ル
（
東
京
都
千
代
田
区
）
に
て
開
催

さ
れ
た
首
相
ご
夫
妻
歓
迎
会
に
出
席
さ
れ
た
。

主
催: 　

在
東
京
ブ
ー
タ
ン
名
誉
総
領
事
館
・
在
大
阪
ブ
ー
タ
ン
名
誉

総
領
事
館

・
在
鹿
児
島
ブ
ー
タ
ン
名
誉
総
領
事
館
・
日
本
ブ
ー
タ
ン

友
好
協
会　

共
催

: 　

日
本
ブ
ー
タ
ン
学
会

・
日
本
Ｇ
Ｎ
Ｈ
学
会

・

ブ
ー
タ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ブ
ー
タ
ン
王
国
か
ら
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ト
ブ
ゲ
イ
首
相
ご
夫
妻
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ド
ル
ジ
外
相
、
ナ
ム
ゲ
ル
大
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
を
始
め
と
す
る
首
相
代
表
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

総
勢
９
名
が
出
席
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

平
松
賢
司
在
ブ
ー
タ
ン
王
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

日
本
特
命
全
権
大
使
ご
夫
妻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

と
外
務
省
ア
ジ
ア
大
洋
州

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

南
西
ア
ジ
ア
課
の
沼
畑
光
毅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

地
域
調
整
官
が
来
賓
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

出
席
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ト
ブ
ゲ
イ
首
相
は
、｢

日
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

に
よ
る
長
年
の
友
好
と
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

に
感
謝
し
ま
す
。
小
国
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

あ
る
ブ
ー
タ
ン
に
と
っ
て
今
後

も
日
本
の
力
が
必
要
で
す
」
と
出
席
者
に
挨
拶
さ
れ
た
。

主
催
者
代
表
と
し
て
徳
田
ひ
と
み
ブ
ー
タ
ン
名
誉
総
領
事
は
、

「
ブ
ー
タ
ン
は
地
理
的
に
遠
い
国
だ
が
、
心
は
寄
り
添
い
、
と
て
も

日
本
と
近
い
国
だ
。
遠
く
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
麓
か
ら
お
越
し
頂
い
た
皆
様

と
、
こ
れ
か
ら
も
も
っ
と
深
い
絆
で
結
ば
れ
、
こ
の
ひ
と
時
が
心
暖

ま
る
和
や
か
な
会
に
な
り
、
ま
す
ま
す
日
本
と
ブ
ー
タ
ン
の
友
好

関
係
が
進
む
よ
う
願
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ト
ブ
ゲ
イ
首
相
は
、
１
５
０
名
の
出
席
者
た
ち
と
歓
談
さ
れ
、

和
や
か
な
親
睦
の
会
と
な
っ
た
。

日･

ブ
ー
タ
ン
首
脳
会
談

４
月
１１
日
、
安
倍
首
相
は
、

ト
ブ
ゲ
イ
首
相
と
首
相
官
邸
に
て

会
談
を
行
っ
た
。
両
首
相
が
会
談

す
る
の
は
、
１４
年
の
ト
ブ
ゲ
イ

首
相
の
訪
日
以
来
。

会
談
の
冒
頭
、
安
倍
首
相
は
、

「皇
室･

王
室
関
係
者
の
往
来
、
経

済
協
力
な
ど
を
通
じ
て
培
わ
れ
た

信
頼
に
裏
打
ち
さ
れ
た
日
本
と

ブ
ー
タ
ン
の
友
好
関
係
を
政
治
、
経
済
、
文
化
、
人
的
交
流
を
含
め

た
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
一
層
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

ト
ブ
ゲ
イ
首
相
は
、
日
本
に
よ
る
お
も
て
な
し
へ
の
感
謝
と
、
こ
れ

ま
で
の
日
本
か
ら
の
経
済
協
力
に
対
し
て
謝
意
を
述
べ
、
後
発
開
発
途

上
国
（
Ｌ
Ｄ
Ｃ
）
か
ら
の
卒
業
を
目
指
し
、
第
十
二
次
五
ヵ
年
計
画
が

７
月
か
ら
開
始
さ
れ
る
の
で
日
本
か
ら
の
支
援
を
期
待
す
る
旨
を

伝
え
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

会
談
の
内
容
は
、
経
済
協
力
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

人
的
交
流
が
主
と
な
っ
た
。
安
倍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

首
相
は
、
「
人
づ
く
り
こ
そ
国
の
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

展
の
基
礎
」
と
強
調
。
ブ
ー
タ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

政
府
の
若
手
官
僚
を
対
象
に
日
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

で
の
研
修
事
業
を
通
し
て
経
済
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

会
開
発
を
支
援
し
て
い
く
考
え
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

明
ら
か
に
し
た
。
ト
ブ
ゲ
イ
首
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

は
、
日
本
か
ら
の
友
情
と
支
援
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

対
し
て
感
謝
の
意
を
あ
ら
わ
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

両
首
相
は
、
北
朝
鮮
問
題
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
い
て
は
核
・
ミ
サ
イ
ル
の
廃
棄
を
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
現
す
る
た
め
に
、
最
大
限
の
圧
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
再
確
認
し
た
。
ま
た
安
倍
首
相
は
ト
ブ
ゲ
イ
首
相
に
、
日
本
の

抱
え
る
拉
致
問
題
の
早
期
解
決
へ
の
理
解
と
協
力
を
求
め
、
ト
ブ
ゲ
イ

首
相
か
ら
の
支
持
を
得
た
。

                                          

ブ
ー
タ
ン
王
国
は
、
最
大
の
貿

                                       

易
相
手
国
の
イ
ン
ド
に
経
済
面
で

                                       

長
く
依
存
し
て
き
た
。

                                         

２
０
０
０
年
代
以
降
、
中
国
と
の

                                       

国
交
樹
立
に
向
け
て
の
動
き
は
、

                                       

反
発
し
た
イ
ン
ド
が
１３
年
に
経
済

                                       

支
援
の
一
部
を
突
然
廃
止
し
た
た

                                       

め
に
立
ち
消
え
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

両
大
国
の
狭
間
に
位
置
す
る
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
し
て
、
双
方
と
の
友
好
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

維
持
を
試
み
て
い
る
。
隣
国
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
題
を
抱
え
る
ブ
ー
タ
ン
王
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
あ
る
が
故
に
、
ト
ブ
ゲ
イ
首
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
、
日
本
が
直
面
す
る
北
朝
鮮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
題
に
深
く
支
持
を
示
し
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
思
わ
れ
る
。

  

河
野
外
相
、
ト
ブ
ゲ
イ
首
相
を
旧
吉
田
邸
に
招
く

４
月
１３
日
、
ト
ブ
ゲ
イ
首
相
御
一
行
を
神
奈
川
県
大
磯
町
に
あ
る
旧
吉
田
茂
邸

に
招
き
、
夕
食
会
を
開
催
し
た
。
ブ
ー
タ
ン
王
国
は
２
０
２
０
年
の
東
京
五
輪

・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
を
同
町
内
で
開
催
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
、

会
談
の
冒
頭
で
は
、
河
野
外
相
が

「金
メ
ダ
ル
獲
得
を
」
と
激
励
の
言
葉
を
述
べ
た
。

ド
ル
ジ
外
相
は
、
「歴
史
的
建
造
物
に
お
招
き
頂
き
、
嬉
し
く
思
う
。
実
り
あ
る

訪
日
と
な
っ
た
」
と
話
し
、
ト
ブ
ゲ
イ
首
相
の
今
回
の
訪
問
は
非
常
に
充
実
し
た

も
の
で
あ
っ
た
と
述
べ
た
。

河
野
大
臣
は
、
皇
室
・
王
室
の
往
来
、
６４
年
の
農
業
専
門
家
で
あ
る
西
岡
京
治
氏

派
遣
依
頼
の
対
ブ
ー
タ
ン
支
援
の
成
果
な
ど
に
言
及
し
、
今
後
も
ブ
ー
タ
ン
の
経
済

社
会
開
発
へ
の
支
援
を
継
続
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
を
検
討
す
る
旨
を
伝
え
た
。

  

河
野
外
相

 

ブ
ー
タ
ン
訪
問

河
野
外
相
は
、
６
月
22
日
か
ら

ブ
ー
タ
ン
を
訪
問
。
初
の
日
本
閣

僚
の
ブ
ー
タ
ン
訪
問
と
な
っ
た
。

医
療
、
人
材
育
成
へ
の
支
援
を
す

る
こ
と
で
合
意
し
た
。

トブゲイ首相を出迎える河野外相
（出典 ： 外務省ホームページ）

共同記者会見
（出典 : 内閣広報室）

日･ブータン首脳会談の様子
（出典 : 内閣広報室）

外相会談　旧吉田邸にて
（出典 ： 外務省ホームページ）

御挨拶をするトブゲイ首相挨拶をする徳田名誉総領事

ブ
ー
タ
ン
王
国
ツ
ェ
リ
ン
グ･

ト
ブ
ゲ
イ
首
相
御
夫
妻
が
４
月
１０
日
～
１３
日
に
公
式
訪
問

ブ
ー
タ
ン
国
首
相
代
表
団
と
し
て
ド
ル
ジ
外
相
・
ナ
ム
ゲ
ル
大
使
・
ワ
ン
デ
ィ
二
国
間
局
長

そ
の
他
政
府
関
係
者
が
同
行

（出典 : 内閣広報室）

トブゲイ首相を迎える安倍総理大臣

外国人就労拡大
　

安
倍
晋
三
首
相
は
、
６
月
５
日
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
で
外
国
人
労
働
者

の
受
け
入
れ
拡
大
を
表
明
し
た
。
安
倍
首
相
は
、
諮
問
会
議
で
地
方
の
中
小

小
規
模
事
業
者
の
人
手
不
足
の
深
刻
さ
を
説
明
し
、
「移
民
政
策
」
と
は
異
な

る
旨
を
強
調
し
た
上
で
、
「一
定
の
専
門
性
や
技
能
を
持
つ
即
戦
力
の
外
国
か

ら
の
人
材
を
幅
広
く
受
け
入
れ
る
仕
組
み
を
早
急
に
構
築
す
る
」
と
訴
え
た
。

日
本
の
労
働
人
口
は
約
６
６
０
０
万
人
。
昨
年
１０
月
末
時
点
で
、
外
国
人
労

働
者
は
約
１
２
７
万
人
で
、
労
働
力
の
約
５０
人
に
一
人
は
外
国
人
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

　

外
国
か
ら
や
っ
て
く
る
技
能
実
習
生
や
留
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
の
数
は
増
え
て

い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
職
場
に
お
い
て
言
葉
文
化
の
壁
が
高
い
の

が
現
状
で
あ
る
。
学
ぶ
と
い
う
強
い
意
欲
を
抱
い
て
来
日
し
た
留
学
生
で

さ
え
、
「
習
慣
の
違
い
」
や

「
日
本
語
の
習
得
」
に
苦
労
し
て
い
る
。

雇
用
側
も
、
外
国
人
労
働
者
へ
の
対
応
に
不
慣
れ
な
現
場
が
多
く
、
こ
う
し

た
問
題
に
対
す
る
整
備
を
敷
く
こ
と
は
政
府
と
し
て
急
務
で
あ
る
。

　　

ブ
ー
タ
ン
政
府
に
よ
る
と
７
０
０
名
以
上
の
ブ
ー
タ
ン
人
留
学
生
が
在
留
し

て
い
る
が
、
在
東
京
ブ
ー
タ
ン
名
誉
総
領
事
館
で
も
、
在
留
ブ
ー
タ
ン
人
が

直
面
す
る
問
題
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
、
相
談
を
頻
繁
に
受
け
る
。

「ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ド
リ
ー
ム
」
を
現
実
に
し
た
い
と
高
い
志
を
抱
き
、
留
学
斡
旋

業
社
に
多
額
の
借
金
を
し
て
授
業
料
を
支
払
い
、
昼
夜
惜
し
ま
ず
ア
ル
バ
イ
ト

を
掛
け
持
ち
し
、
学
業
よ
り
も
留
学
費
の
借
金
返
済
に
追
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
。
「
週
２８
時
間
以
内
」
の
就
労
制
限
違
反
に
も
な
り
兼
ね
ず
、
借
金
を

返
済
で
き
な
い
と
い
う
深
刻
な
問
題
に
悩
ま
さ
れ
る
。

　

そ
の
結
果
、
日
本
に
対
し
て
失
望
し
て
母
国
へ
帰
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
ケ
ー
ス
も
多
く
あ
る
。
ブ
ー
タ
ン
人
だ
け
に
限
ら
れ
な
い
が
、
日
本
政
府
に

よ
る
外
国
人
留
学
生
の
実
態
把
握
、
問
題
へ
の
対
策
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。

時事特集

首相歓迎会会場内の様子

ワンチュク国王と河野外相
（出典：外務省ホームページ）
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 国交６０周年　日本 ･インドネシア特集
地
理
が
生
む
重
要
性

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
太
平
洋
と
イ
ン
ド
洋
を
結
び
、
世
界

の
海
洋
交
通
に
は
多
大
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
。

そ
れ
が
故
に
米
国
や
日
本
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
の
結
び

つ
き
を
重
要
視
し
、
中
国
の
進
出
を
抑
え
よ
う
と
す
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
独
自
の
バ
ラ
ン
ス
外
交
は
、
日
米
両
国
か
ら

の
投
資
を
取
り
込
み
、
経
済
開
発
へ
と
繋
げ
て
い
る
。

バ
ラ
ン
ス
外
交

中
国
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
投
資
や
援
助
を
拡
大
し
て
い
る
。

ジ
ャ
カ
ル
タ
と
主
要
都
市
バ
ン
ド
ン
を
結
ぶ
国
内
初
高
速
鉄
道

計
画
は
両
国
の
国
有
企
業
が
進
め
て
い
る
。
ジ
ョ
コ
現
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
大
統
領
は
、
中
国
寄
り
と
の
見
方
も
強
い
が
、
最
近
は
、

日
本
や
米
国
と
の
繋
が
り
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
最
も
親
し
い
首
脳
は
安
倍
晋
三
首
相
だ
」
な
ど
の
発
言
に

お
い
て
も
顕
著
だ
。

ジ
ャ
カ
ル
タ
で
建
設
中
の
同
国
初
の
大
量
高
速
輸
送
シ
ス
テ

ム
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
郊
外
の
大
型
港
湾
、
中
部
ジ
ャ
ワ
州
で
の

両
国
の
官
民
に
よ
る
大
型
火
力
発
電
所
の
建
設
な
ど
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
進
行
し
、
日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
は
イ
ン
フ
ラ

開
発
で
協
力
関
係
を
深
め
て
い
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
政
府
高
官
は
、
「
イ
ン
フ
ラ
需
要
は
巨
大

な
た
め
、
一
カ
国
だ
け
の
援
助
で
は
ま
か
な
え
な
い
」
と
話
す
。

中
国
か
ら
の
支
援
を
受
け
つ
つ
、
日
本
と
米
国
と
の
連
携
も

図
り
、
中
国
側
に
偏
ら
な
い
よ
う
な
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
る
。

ジ
ョ
コ
大
統
領
は
、
当
初
は
外
交
を
苦
手
と
し
て
い
た
が

外
交
政
策
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

著
し
い
経
済
発
展

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
２
０
５
０
年
に
は
国
内
総
生
産

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
が
世
界
で
第
４
位
に
な
る
と
い
う
予
測
も
あ
る
。

海
外
か
ら
投
資
を
募
り
、
経
済
成
長
を
通
し
て
世
界
的
な

経
済
大
国
と
し
て
の
地
位
を
築
く
こ
と
を
目
指
す
。

海
洋
交
通
に
お
い
て
は
、
有
利
な
地
形
を
活
用
し
、
自
国

を
輸
出
拠
点
と
し
て
発
展
さ
せ
る
考
え
を
ジ
ョ
コ
大
統
領
は

明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

              

インドネシアの地理的特徴

安倍首相とジョコ大統領

　
日
本
と
の
外
交

日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
国
交
は
、
今
年
６０
周
年
と
い
う
節
目

を
迎
え
た
。
日
本
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
援
助
す
る
形
か
ら
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
結
ん
で
、
両
国
が
地
域
発
展
の
た
め
に
相
互
協
力

す
る
関
係
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

日
本
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
こ
れ
ま
で
政
府
開
発
援
助

（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）

と
し
て
約
４
兆
８
千
億
円
も
の
資
金
を
提
供
し
て
き
た
。
経
済
的

援
助
と
同
時
に
、
天
然
資
源
に
乏
し
い
日
本
は
、
天
然
ゴ
ム
、

液
化
天
然
ガ
ス
、
石
炭
、
鉱
物
、
紙
パ
ル
プ
、
エ
ビ
や
マ
グ
ロ
を

は
じ
め
と
し
た
海
産
物
、
コ
ー
ヒ
ー
豆
な
ど
の
供
給
国
と
し
て

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
頼
っ
て
い
た
。

日
本
企
業
に
と
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
天
然
資
源
の
源
で

あ
り
、
人
件
費
を
抑
え
て
製
造
す
る
大
切
な
拠
点
と
な
っ
た
。

国
際
協
力
銀
行

（
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
）
の
１３
年
度
の
調
査
に
よ
る
と
日
本
の

製
造
業
に
と
っ
て
最
も
有
望
な
進
出
先
と
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が

選
ば
れ
て
い
る
。

　

ト
ヨ
タ
、
ホ
ン
ダ
、
味
の
素
な
ど
の
日
本
企
業
が
製
品
開
発
や

現
地
生
産
を
通
じ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
消
費
者
に
深
く
浸
透
し
て

い
る
。
日
本
食
も
現
地
の
人
達
に
好
ま
れ
、
大
戸
屋
、
吉
野
家

な
ど
の
レ
ス
ト
ラ
ン
、
そ
ご
う
、
無
印
良
品
、
ユ
ニ
ク
ロ
な
ど
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
小
売
、
百
貨
店
も
次
々
に
出
店
し
て
い
る
。

日
本
の
ド
ラ
マ
、
ア
ニ
メ
、
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
と
い
っ
た
日
本
の

ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
も
現
地
の
人
達
に
は
非
常
に
人
気
が
高
い
。

ま
た
近
年
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
高
校
で
第
二
外
国
語
の

一
つ
と
し
て
日
本
語
が
学
ば
れ
て
い
る
。
日
本
語
教
育
機
関
の

数
は
韓
国
、
中
国
に
次
い
で
第
３
位
で
あ
る
。
言
語
教
育
機
関

の
普
及
は
、
８０
年
代
以
降
、
日
本
企
業
の
進
出
や
日
本
人
観
光

客
の
増
加
が
背
景
に
あ
る
。

国
交
６０
周
年
を
迎
え
、
日
本
に
と
っ
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
重
要

な
親
日
友
好
国
と
な
っ
て
い
る
。

太平洋

インド洋

２０１７年マニラで行われたアセアン首脳会議にて

（出典 : 外務省ホームページ）

　

１４
年
１０
月
に
就
任
し
て
以
来
、
外
資
規
制
の
緩
和
や
イ
ン
フ
ラ

開
発
の
許
認
可
の
簡
素
化
と
い
っ
た
海
外
か
ら
の
投
資
を
呼
び

込
む
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
作
り
に
尽
力
し
て
き
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
５０
年
に
は
中
国
、
米
国
、
イ
ン
ド
に
続
い
て

世
界
第
４
位
の
経
済
大
国
に
な
る
と
予
測
さ
れ
る
。

　　　

 

JEPA会員企業紹介
「
環
境
に
や
さ
し
い
」
「
人
に
や
さ
し
い
」

　
　

　
　

株
式
会
社
ピ
ュ
ア
ソ
ン
（
東
京
都
豊
島
区
、
代
表
取
締
役

会
長　

浦
辺
修
一
氏
）
は
洗
剤
ワ
ッ
ク
ス
等
の
開
発
か
ら

製
造
販
売
ま
で
を
行
う
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。

国
内
大
手
企
業
、
Ｔ
Ｖ
通
販
、
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
向
け
の

Ｏ
Ｅ
Ｍ
の
実
績
も
多
数
あ
り
、
そ
の
商
品
数
は
千
種
類

以
上
に
も
な
る
。
選
ば
れ
続
け
て
２０
年
、
未
だ
お
客
様

が
増
え
続
け
て
い
る
。

世
界
初
の
カ
ビ
処
理
技
術

「
カ
ビ
処
理
革
命
」

ピ
ュ
ア
ソ
ン
が
独
自
に
開
発
し
た
特
許
取
得
済
み
の

薬
剤
三
種
を
含
む
、
計
４
種
の
薬
剤
を
組
み
合
わ
せ
て

強
力
な
カ
ビ
を
落
と
し
、
カ
ビ
の
再
発
を
防
ぐ
処
理
施
工

「
カ
ビ
処
理
革
命
」
が
２
０
１
５
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　 

「
防
カ
ビ
剤
」
「
遊
離
塩
素
剤
」
「
結
合
塩
素
剤
」
の

交
互
処
理
で
、
従
来
処
理
で
は
で
き
な
か
っ
た
深
部
の

菌
糸
除
去
が
で
き
る
。
本
手
法
で
本
年
２
月
に
特
許
公

開
さ
れ
て
い
る
。
大
手
食
品
工
場
多
数
を
含
む
食
品

工
場
、
食
品
ス
ー
パ
ー
、
ホ
テ
ル
、
病
院
、
美
術
館
等

で
、
１
０
０
例
以
上
の
施
工
実
績
を
重
ね
て
い
る
。

　
　

　

 従
来
の
カ
ビ
処
理
技
術
と
の
違
い

従
来
の
カ
ビ
処
理
の
問
題
点
は
、
ボ
ー
ド
を
張
り
替
え

る
か
、
防
カ
ビ
塗
装
を
す
る
か
の
方
法
し
か
な
い
こ
と
、

施
工
に
は
足
場
を
組
む
必
要
が
あ
り
、
長
時
間
工
場

内
で
の
作
業
を
ス
ト
ッ
プ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

欠
点
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
施
工
後
も
短
期
間
で
カ
ビ
が

再
発
し
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
も
あ
っ
た
。

株
式
会
社
ピ
ュ
ア
ソ
ン
の
「
カ
ビ
処
理
革
命
」
は

①

足
場
不
要
、
半
日
で
処
理
が
完
了

②

低
コ
ス
ト
の
定
期
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
美
し
い
環
境
を
維
持

③

塩
素
臭
な
ど
の
薬
剤
臭
の
問
題
を
大
幅
に
改
善

④

薬
剤
の
安
全
性
を
大
幅
に
改
善

と
い
う
画
期
的
な
商
品
で
あ
る
。

カ
ビ
に
困
っ
て
い
る
現
場
が
求
め
る
理
想
を

「
カ
ビ

処
理
革
命
」
で
は
実
現
で
き
る
の
で
あ
る
。

カ
ビ
処
理
革
命
の
今
後
の
展
開

現
在
、
日
本
国
内
各
地
に
３３
社
の
認
定
施
工
代
理
店

「
チ
ー
ム
カ
ビ
プ
ロ
」
が
活
動
し
て
い
る
の
で
、
今
後
は

も
っ
と
広
い
範
囲
で
活
動
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

昨
年
１１
月
、
株
式
会
社
ピ
ュ
ア
ソ
ン
の
浦
辺
修
一
会
長

が
、
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
に
て
記
者
会
見
を
行
っ
て
以
来
、

大
手
食
品
メ
ー
カ
ー
や
食
品
ス
ー
パ
ー
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
が
増
え
続
け
て
い
る
。

ま
ず
は
効
果
を
確
認
い
た
だ
く
為
に
テ
ス
ト
施
工
を

し
て
い
る
が
、
正
式
受
注
に
結
び
つ
く
こ
と
が
多
い
。

こ
れ
ま
で
の
２
年
間
で
の
施
工
実
績
は
、
１
０
０
件
を

超
え
る
。

現
在
は
病
院
や
ホ
テ
ル
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
増
え
て

お
り
、
対
象
業
種
の
更
な
る
拡
大
が
近
年
の
目
標
と

な
っ
て
い
る
。

カビ処理革命　施工例

練り製品工場の施工例 揚げ物工場の施工例

洗
剤
の
専
門
メ
ー
カ
ー

URL. www.pureson.co.jp

TEL. 0120-004-109

株式会社ピュアソ ン
代表取締役会長 浦辺修一氏



日本経営者同友会は、新時代を切り拓き、企業の発展に貢献する経済団体です

日本経営者同友会グループ団体

日本経営者同友会
http://www.jepa-net.com

アセアン協会
http://jepa-net.com/asean

在東京ブータン名誉総領事館
http://bhutan-consulate.org

特定非営利活動法人国連友好協会 
http://japan-un-friendship-association.org
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■ ご 挨 拶

企業を取り巻く環境が目まぐるしく変化する今日、 その変化への迅速な対応が企業経営者の

最大の課題と言えます。 こうした状況の中で、 中小企業経営者たちは自らを守りぬくために、

本質的な情報や真に価値ある知識によって、 新しい事態に生き抜く方策を見出し、 即時実

現していかなければなりません。 経営者同友会は、 国際的な視野を持ち、 国内外のシンク

タンクと共に常に最新情報が入手できる人脈ネットワーク作りをしており、 そのネットワークを

活用することで、 より多くのニーズに応え、 より充実した経済活動の展開を目指しております。

会員の皆様のお役に立てれば幸甚に存じます。

人脈は企業競争を生き抜く強力な武器です。

　  ●御社の発展に必要な専門知識は充分ですか？

　  ●御社の事業活動の幅を大きく広げませんか？

　  ●地理的な制約を超え、 さらに海外への進出を

　　 　検討しませんか？

日本経営者同友会では、 豊富な経験と知識を備えた多くの

スタッフによるサポート及び、 会員企業様が相互に発展でき

るようなチャンスをご提供いたします。 また、 長年に亘り築い

てきた強力な海外の人脈を活かし、 グローバルな企業展開

のサポートをいたします。

『人　脈』

【企業様　広告欄】 広告掲載をご希望の企業様は日本経営者同友会までご連絡をお願いいたします。

Tsuneo Shimoji ,
Chairman


